
 

秋と言えば「実りの秋」、富士山も例外ではありません。木の実は豊富に実り、虫たちは越冬

前の駆け込みに入っています。ところが、餌があるのに野鳥の姿が見えない。そんな声をいた

だきます。 

本当にそうなのでしょうか？ 

確かに秋は夏鳥が越冬地に去り、冬鳥はまだたどり着いていないので種数は少ないと言えま

す。しかしながら、留鳥や漂鳥は豊富な餌を前にまさにお祭り騒ぎです。決して静かな森では

ないのです。よって、タイトルの問いへの答えは半分正解、半分間違いというべきなのではな

いでしょうか。 

 
 

ヤマガラ 
小さな木の実を足で押さえ

てくちばしで割って食べてい

ます。 

「ツツピー」「ニ―ニー」「ツ

ィー」と群れで鳴きます。 

警戒心が弱いので近くまで

やってきます。 

すごく 

はしゃいでいます！ 

ヒヨドリ 
果肉のやわらかい木の実を

好んで食べています。 

「フィーョ」「ピィーピッピ

ッ…」と群れで鳴きます。 

警戒心が強いので近寄ると

すぐに飛び去ります。 

すごく 

はしゃいでいます！ 

 

カケス 
ドングリのような硬い実も

食べます。冬の備蓄をするこ

とでも知られています。 

「ギャー」「ジェー」と小さ

な群れで鳴きます。 

警戒心が強いので近づくと

飛び去ります。 

すごく 

はしゃいでいます！ 

 

シジュウカラ 
小さな木の実を足で押さえ

てくちばしで割って食べてい

ます。 

「ツツピー」「ツ―ツー」「ツ

ピ」と群れで鳴きます。 

警戒心が比較的に弱いので

近くまでやってきます。 

 

ホオジロ 
芝やススキの種を食べてい

ます。 

「チチッ」「チチチ」と小さ

な群れで鳴きます。 

雌雄で顔の模様に大きな性

差が認められます。写真は左

がオス、右がメスです。 
 

メジロ 
果肉の柔らかな実や木の

隙間の昆虫をついばみます。 

「チュイ」「チイ」と群れで

鳴きます。 

春の鳥というイメージが

ありますが、留鳥です。 

すごく 

はしゃいでいます！ 

かなり 

はしゃいでいます！ 

かなり 

はしゃいでいます！ 

他にも、ウグイスやカラの仲間、キツツキの仲間、カラス、猛禽類などがよくみられます。 

いずれにしても彩の良い鳥が少ないために閑散期であると感じているのかもしれません。 


